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試論：ィタリア資本主義の発達と大jク̂運動
，農 民 間 題 を 中 心 に 一

横山 隆 作

-1891〜，9 6ザ——
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まえがき

日本と等しく後発的な資本主義国でもるイタリアで 

は 19世紀の最後の10年間においても，いまたリ近 

代的な社会経済開係が,ことに農村において広讽に残 

存-していた，一方,当時すでにイタジア北部諸都市に

ノ-)•に自給自足的• '封鎮的な農村へ資本を— 経肖 

を浸透させることによって，ま己の市場を拡大てゆ

に生活する生身の人間にとって,しばしぱ極めて奇酷 

な圧力として現われ,さまざまな抵抗の運動を発生さ 

せる。本稿はかかる諸運動の一側面であるI9世紀末イ 

タリアにおけろ巨大な自然発生的大衆運動‘ 暴動の(潜

錄とその社会経済的背景の分析に関する一*試識でもる. ■- ：

1890年代の諸事件

( 2 )
他，1 ) 、、'チ リ ア •フ ァ ツ シ （F a s c i  S ic i l i a n ! )  I

1891〜 ，96 年一 ' ,
1890年代前半のイタリア経済は深刻な不说のなかに

1891年 5 月 1 日，カタユア市(Catania)にほ)護士ン 

ユゼッぺ‘ デ ' フ y - チ : ==ジユジプリダの指導 

によるシチリア禽最初のIS労者プァツシ白ぼascio dei 
lavoratori)が結成された. 熟 2年4 月にほ'ミレルキ市 

(Palermo)にロザリオ♦ガリバルディ、，ボスゴ（只"ゅで;。 
Garibaldi Bosco,当時26歳) によって、「政治権力を獲得

ニ : 工業ぶに伴ぅ旧来の社 , すaるための特殊な方法としての経, 禾J 求j同き;  
  ，…. ^ 日も想 iVfナこ勒缴者プァッシ3 力、給成され，n レj

ィ タ リ ァ 資 本 主 義 が 世 界 資 ぅ 目 的 ニ ニ ニ ; ; ^ ニ さ れ ，同じ"" 
本 主 義 の 政 治 的 経 済 的 庄 ヵ ニ ニ ^ 代ィよ:，

は ；よ ニ 、 で- た。プ" シ結成以前にもぃぃかの《 扶&質的な力とし' : ® "TJ 3 し ノ
，丄赚功rィタリァ労働迪動史』宵 木 輒 ■ 律’同

じく，\umjりァシズム体制i 御茶の水書ラ，197饰 ブ 照 さ プ ニ  ano storia dei Fasci Siciliimi, Latm a, 
シチリプ.プアツシの事件記錄は-始んど，Salvatore Francesco Romano. Stor

ニ^ よニ : ^ ニ; ^ » として® ソr ぉょ
の■ 兌® 会» となり- 191妳イタP プ 改 ⑩ 細 :会 党 加 ミ ^ ; : お お リ ア

社2  ユ:う： ':ニ ■ ミら： ;ず：
t  ンタ4 , レ際に波仏し,，パリの労I細介敝览てププゾシを組

織したとい〉。

( 2 )

(3)

(4)
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諷 输 ：イタリア資本主義の発達と大衆運動

y/jゆ会が地域的，職業的な労働者組織として存在して 

いた。 しかしこの相互扶助協会は.艇あや地方上流階 

級によって財政的に後援されており，彼らの強1/、影響 

下にあ てその活動を相互扶助に限定していて,その 

ため不況下の失業やれあ® 金 ‘長時間労働に対する労働 

者組織としての抵抗機能を保持していなかった。 とれ 

に対してシチリア.プァッシは労働者の主的な経済 

的抵抗の機関として失業反対.貧金引上げ闘争の中核 

として活動し労働者大衆の信望を集めていったので 

ある。

シチリア . プァッシを指導した社会主義的知識人達

の構想は,都市労働者を中心に職業紹介や相互扶助

沾動/ 経済的抵抗闘争 , 生 産 •消費協同組合運動.さ

らには文化サ- クル的活動を行いつつ,社会主義思想 
, ( 6 )

を容荣しようとするものであった。そしてこれらの活 

動成果を地方選拳および国会議員選举に集-約すること 

が,当時の政党活動と労働組合運動の比較的未分化な 

状態におけ‘るイタリァ社会党の一般的速動形態であっ 

'た。とはいえ， ファッシの現実に持ってい.たイデオ 

ギ '■"は必ずしも鮮明に社会主義的なものではなく， フ 

ァッシ事務所の壁にマルクX の肖像と国王の肖像，キ 

リスト像が並んで飾られて、いるという状況があった。

1893 年，1 ,月：2 0  日,‘ 'カルタヴトクーロ（Caltavuturo) 

の町で警察と軍隊による!!民射殺事 ft-が発生した。 こ 

の 日 ,農 民 達 は r労働祭 J の行事の一つとしてコム一 

ネ （地方rj治体）公有地の占跡 •開塑を行った。その帰 

途. 3 0 0名余の農民の行進は力ラビ•ュ" リ （沿安警察

勁を行う一種の® 隊y と軍隊に道をさえぎられ， 双方 

押問答中に軍隊側が発砲して,：農民 13名が死亡，40名 

余がffi傷を魚った。 この事件によって生じた鳥民の憤- 

激の中で フプッシは組織を掀大し， その結果， 地主 

ベルナルデイ' 一ノ‘，ヴ；c ルロの指遵するコルレオーネ

シH1や，ホ (Cdrloone) のフ 
( 8 )
トの指導するビアナ，デイ . グレ

医師ニコラ•，バルバ 一  

チ（Pianft dei Greci) 

のものなど多数が黏成され，さらに主だった指導者違 

によるファッシ中央委員会が統一^路議機開として設魔 

された。ファッシ全体の組纖数は，18934  ̂3 月に35,
4 月に54, 6 月に90, 7 月に1 1 6 , 1 0月初めにi62, 
そして10月末には197に増加し力n盟者総数はその 

内のI ■以上をめた婦人と青少年を含めズ20万名を越 

え'た。.
1S93ギ5 月，収樓期をむかえて，シキリア中西部農 

業地帯のパレルモ県やコルレオーネ県などではプァッ 

シのイニシアティヴのもとに盤業争議カ聊始された。 

例えば, カムポフィオリ- ト（CampofiorUo) の日雇農 

業労働者は日賃金の1 P ラから1* 7 5リラへの弓I上げを 

要求'してストライキを行い，そのため数名が検挙され 

た。ペルモンテ.メ’ッ ツ ア ー ニ  g  (Belmonlo mezzagno)
では，日雇農業労働者が日賃金の1 . 5 リラから2 リラ 

への引上げを要求してストに入り，また分益小作農40 
名は小作契約を従来の播種用小表の地:-，小作それぞ 

れ析半提供から全量地主提供へと改めることを耍求し 

たなぜならば小作邊は借用した播種子に通常れ％な 

いしそれ以上め利思をつけて地主に返済せねぱならず, 

これは大きな負担であったからであろ。争譲の多発は 

社会問題化したが，堆主 . 農場管理人側は農K 侧の耍 

求をすべて括否する高姿勢をとり，警察を動かしてホ 

議の鎮圧を計った。警察の☆ 入は通例, f労働の自ih 

を脅かしたことJ, すなわち1890年改正刑法の165条 

「労働者あるいは雇主ないし企業主にたいして賃金の 

値下げないし値上げ，あるいはそれまで嚴認されてい 

た契約とは異った契約をおしつけるために/暴力ない 

し脅迪によって仕事の中断ないし停止をひきおこし， 

あるいはとれを継続させるものJ にたいする20ヶ月以

注( 5 ) 初期のシチリア，7 アッシが指導した労働(/t議としてば，92律春以阵1 年以上断統したゼネラ一レ® 連の金i n .機 

械エのヴト議，またパン说職人し：̂0 ：, 皮:m：, 欽道員，タバコ翦造エなどのざ/t議，さらには9 3：f| i5 /iメッシーナ 

(M essina,当塊のファッショは92 1̂:-3 月結成）の'?̂ ^̂ ^̂労働あの收北に終ゥたストライキなどがある。Romano, ibid., 
pp. 269〜281. ■

( 6 ) プァッシの社会虫義(め性格は1892年12ガのバレルモにおける労働者のデモの次のようなスロー 力' ンに-5Uわれている。 

r 8 1關晩働 J (当時は普通1 2時fflj労働でもりた) rク;'働の生産物は化座あのものでなけれぱならナひリび旧の労働 

者131結せJ：.j, Roinano, ibid., p , 13.

( 7 )  Benmi'ditU) Verro, 1867律生〜1915明 94年の?!'|̂ぼ後96すボ{11獄しシチリア各地で農ぼ;速動を行ぃ，1913ィI:に 
コルレオ" -ネホのrliM'l:となるが， 15ィ1の j:jマフィアによゥて暗殺された。なお当地のプ*/ッシE1は人口17,000人(ト》 
6 ,000名を机織した。，

( 8 )  Nicola Bai-bato,当時35歳，人道主義あでお民め医联に尽力した，1895-1919維に国会F激員。なおピァナ，ディ‘ 
グレーす (JJi在地名Piana dci Albanesi)のフアツシsjは9, 000人のほお，い3 ,5 0 0名も! {1織した。

( 9 ) 当ll!i:シチリアの総人口はめ142-ガ人であった。iWd.. pp. 225〜228.

よ -  69 —
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試 論 ：イタリァ資本主義の発達と大衆運動_

下の禁鍋刑または罰金の規矩，の適用によって行われ 

た。 当時の法律は労 {動者の団結権を一応、認めていた 

ものの，争譲権については事実上否認していたのであ

' る。 ’

農ぎ# 議の拡大に対応してファ'ッシ中央委員会は社 

会党の政策を基礎に. 次のような方針を定めた。 ま 

ず，農K 問題行動綱値は次のような内容をもって、、た。 

a ) 地主や管理人の小作農にホするr困らせ」からプ 

ァッシ会愈を守ること。b) 取一賃金システムの一般 

化と現物給付の拒をf (農業労働あの合)。. C ) 就労#  
旋や前貸金による義務労働の拒否。d) 各世帯主への 

コムーネ（I'dめ体）公有地の分配。 e ) プルジa アほ： 

提）の強摩からの防衛。 f ) 地主に対する分益小作農 

への耕地譲渡耍求，また定量小作（terrati(;an«)契約を 

分益小作(metateric)契約に改めること。

さらに 1 8 9 3年 7 月 3 0 日， コルレオーネ農民会譲に 

おいて採択された農業憲劇 t 小作制度について次のよ 

うな内容をもっていた。すなわち，定量小作制の廃止， 

地 主 ，管理人の課す小作料 ■外の労役，K 物などを拒 

否すること，また火災保険の，民負担の廃止。分益小 

作契約にあたっては，地主は土地，播種用穀物.肥料 

を全部提供しなけれぱならず，小作農は耕作労働およ 

び運送費用を負担し，そして収獲物は地主と小作の間 

で等分する。但しその土地が休■ 地として既に3 度す 

きかえされていた時には小作農の取分は"I"となる，休 

閑 地 に ま 、すこそら豆は全部小作農のものとなる，等々。

1893年の夏以降，中西部の小作農と日履農業労働者 

は警察の弾圧とマフィ アの脅迫にも屈せず，大規模な 

爭講を展開し，まず 9 月20 日頃には最強のコルレオー 

ネのファッシの管轄地域において，地主側がヴェルロ 

を代まとする農民側に屈し農業憲章の線にそって， 

収模物折半の淨:認と地主提供拭糖子の大幅増額による 

妥協が成立した。 これによって農民側の志気は一海高 

揚したが , 地主側の抵抗も強く，♦ 譲は長期化した。

シチ'/ァ鳥南部の硫黄鉱山は長い服史と当時世界最

大の規摸をもってV、た。鉱山労働者とその家族は6 万 

人にのは*り，成人男子は採掘夫として働き.その妻子 

は鉱石を背食籠で搬出する労働に従事していた。極め 

て狭く換気の悪い杭道での長時間過重労働は最悪の労 

働条件をつくっていたが , . 揉掘夫'の出来高賞金は日麗 

農業労働者などと比較すれぱ高かった。 188 0年代後举 

以来の世界的な不況のなかで鉱石価格は低落し.ギし 

てことに9 0年代に入って出来高制労働者の鉱石弓I渡価 

格が急落した。 1 8 9 0 〜 9 1年にはまだ日賞金は採掘夫で 

3 〜 6 リラ，搬出夫で 1 〜1 . 5 リラ位の水準を保ってい 

たものが，1893 年には採掘夫で 1〜 2 リ？，搬出夫で 

0. 3 〜 0. 5 リラと従来のにも低下してしまった。

硫黄鉱山労働者の賃金弓I上げないし貸-金引下げ 1̂旦止 

のための生活防衛的闘争は，9 2年秋のファッシ結成以 

来急速に盛上り， 1 1 月以降，20p〜1 0 0 0名程度の参加 

者によるストライキカ;続発した。例えは\ 9 3年 6 月 2 

. 1 9 ，. 2 0 日にリエ一ジ （R iesi).のタッラリータ（Talla- 

r i t a ) 鉱山の労働者は， ブァジシの指導の下に,採掘 

鉱 石 トン当り賃金2. 7 5 リラ（もっと以前には3. 5 リラで 

力" た）から 2. 5 リラへの引下げを拒杏しあわせて， 

規則正しも、賃金支払， 2 % 天弓1の廃止，破損した搬出 

籠の理材料費請求 ,’ を要求してストを行い , 治安警 ' 

察の仲栽によって大部分の要求を承認させることに成 

功した。とはV、え争譲の勝利は他にも鉱石量目測定の 

正確化を耍求したもので生じたものなど,少数にとど 

まった。

1 8 9 3年 1 0 月 1 2 日， グロ ッ チ (G r o lte )において*

シチリア硫黄鉱山労{動者会謎がボスコなどの指導者と 

5 0 0 名の労倒)者ぉよび零細坑経営者の出廣によぅて開 

催された。 この会譲の主要な決議は，鉱山労働者の 

乏のための相互扶助基おの積立 , 8 時間労働制要求 , 

採掘夫の最低日货☆  3 リラの耍求，現物給付制度の廃 

止と賞金をお週きちんと現金でま仏うこと，採掘鉱石 

計量箱の- * 定 化 な ど で あ り ， また地下の 

土地所有権の鹿止も討譲された。

法( 1 0 ) ジョルジョ.力ンデロー ォ:i!lk •代，.共訳イタリア労働組合速動小史J 国ES文 46頁。なおこれらのザ'.譲て’

速jlliされ-有罪とされたあは60〜 1 0 0リラのかなり高額の別金を課された。

( 1 1 ) チリア中西部の大土地所お農場(latifondo)を耕す駒 li小作藤のうちの最も普通の形態が定制、作でもる。これ 

は小作料としヤも押士地数隙こ応じたー究位の化ダ物を地- に納めるものであるが，農W側では数律ごとにあらわれ 

る作の際の支仏が大変fit難となりた。またこの力式:に-おいても全収懷巾の小作料の糊合は概して5 割以上，時とし 

て 7 割 5 分に及び, 分 益 （折半〉小作契約と比教してのネ利性はなかった》また走£’£ ，分益樊約とも提約期IfSjは 1 ~  
2 年が:じで，き作権は不安定であった。. さらにシチリアでは：J :地はしぱしぱ义しされ，この》1则又货者の地おへの 

金納小作料は多くの場合末端のめ:接挑作おの現物小作料の-ザ:分位でしかなかつた。11'ホ 叫 pp. 77〜80.
(12) ibid., pp. 292〜299. ：

(13) ibid., 282-288, '
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試 論 ：イタリア資本主義の発達と大あ速励

シチリア . ファッシが次に取上げた課題は税制改 

取であった。 ise o ipのイクリア独立.統一後に行なわ 

たた全国税制統一は南部大衆の税食担をむしろ重 くし 

た。.シチリ.アifも’iviの場 * ^ , .ほ]税としての不動産说， j|| 

洽体の付加不動産税 , 家畜《k  r l . また消費財間接 

税としての谊専売税，地方消費税等々が魚担の主なも 

のでちった。粗税滞納による土地差押，収用はシチリ 

ア に お 、て 1 8 8 5〜9 7 架 に 1 8 6 7沖に達した。さらに課 

税の際に地方有力者に手心を加えること.高級窗吏の

費私消，支配層の私兵化したマフ ,ィアの脅迫，露骨 

な遞举干渉など，地方政治の腐敗が住民の怒りをかっ 

ていた。主要都市における，塩專売税の廃止 , 肉およ 

ぴ生活必需品一般への課税鹿止という耍求を揭げたフ 

ァッシの反税運動は 189 3年 7 月に始った。 だが同年 

秋以降 , 農民♦ 硫黄鉱山労働者の♦譲が急激に増大し , 

企岛の住民が戦闘的気分につつまれてくるなかで，反 

税運励は役人，宜憲への敵意と捉って，暴励へと転イ匕 

してゆくのである。 .

1 0 月 1 0 日， シラク一ザY|]f (S iracu sa)におけるファ 

ッシ主催の反税，市m i赚 1歯'正デモはTfy庁舍侵入.破 

壊事件を引起しこれ以後,シチリア各地は騒然とな 

った。思 衆 は 「税金淹止 J r社会主義万才」 ガリバル 

ディ万才J . r王万才J 「塵母万オJ などと叫んでいた。 

すべての税金の鹿止を求める民衆に対して，ボスコは 

一部の税は必要力りやむをえなレ、ものだと説得した。 

大衆デモを代表03陳情にかえるなどの，指導部の暴動 

化P1止の努力にもかかわらず，かねて，パレ；/レモ県知 

事から治安維持のための眾隊増派を耍諧されていた中 

央 政府（ジg リッティめ卿は， 1 月中に塵ザ々8 個大隊 

を派遣し,ファッシの約 8 0 0名を梭举させ， この弹圧 

を契機として民衆は暴動へと突入していったのであ 

る。

1893年 1 2 月中旬から翌 18 9 4年 i 月初旬にかけて 

全鳥的な騒乱 . 暴動カ说生した。以下にそのうちのぃ

く'0 かの事件にっいて简举に記しておきた 

1 2 月 1 0 日， ジヤルディネツロ（Giardinello)では， 

大衆デモの一塚が r役所と税金をなく  'せJ などと叫 

びっっ役所に侵入 . 破 壊 し 別 の 一 隊 は 国 旗 （三(̂ 1旗） 

を も ち 王 万 ；t j と叫んで行進しこれらに対して警 

察 . 軍隊が発砲して死者 1 1名を出した。 パルティ二 

コ (Partinico)で は 12 /I  1 1 ，M . 2 0 ，3 1 日の 4 度にわ 

たる破壊的なデモによって市長は辞任を余傅なくされ , 

また死者数名を出した。 1 2 月 20 . 2 1 日にはパレルモ 

およびその近郊のはとんどの税務署力 ';攻 撃 . 破壊 .放  

火を受けた。 I 2 月 2 4 日， コルレオーネ市役所に押寄 

せた 4 0 0 0名の農民は， ヴ t ルロの懸命の説得に応じ 

て#だ政した。 同じ頃力ルタニ ッゼ ッタ （Caltanissetta) 

では役所を襲っすこ2 0 0 0名 中 1 2名力';死 亡 し 2 5 日のレ 

ルカーラ (L crca ra )の暴動では労働者1 1名が死亡した。 

1 2 月 3 1 日iC,も， ウァルクヴルネーラ (Vaiguarnera)の 

硫黄嫉山労働者の富豪邸襲撃の他,各地に騒乱が発 

生した。 年があけて I8 9 4年 1 月 1 ロ， ジぺクリーナ 

(Gibellina)の役所锻撃の際の衡突でK 衆側に死者 2 0 名 

が生じ , 同日, ピエトラぺルツィ、ア (Pietrapeizia)で 

も 8 名が死亡， 1 月 2 日にはミシルメ一 リ （MisilmeH) 

で 2 名力’、， 3 日のマリネオ（Mtu'ineo)でも 1 8名の民缴 

力;死亡する暴動が発生した。

一方，中央政界では 1 1月 2 3 日にジョリッチィ内閣 

が総辞職し,代って 1 2 月 1 5 日にフランチ : ス コ . ク 

リ.スピ. (Francesco C risp i)力；組閲し政府は北アフリ .力,. 

をめぐるフランスとの政治関係の緊張から,シチリア 

の戦略的位置を重耍祝して単事的弾圧策‘こ出(!£。

1 8 9 4年 1 月 3 日， 怕德ロベルト . モ ル ラ （Roberto 

M orra)将軍は 4 万人の軍隊をもって戒厳♦ をしき，統 

く 2 週問のうちにファッシ中央委員をはじめとする鳥 

ファッシの組織的な抵抗はな 

力テリ一ナ (S. C aterina)に 

おける I 3 名の懷胜者を出した事件をもって， 「シチリ

民 2 0 0 0名を逮捕した
(19)

かった。 1 月 5 日のサント

注( 1 4 ) 山崎, 前揭りアシズム体制j , g员。

( 1 5 ) 家ま税，国税であり. 大部分はラバ1 頭につき柳010 ラ，ろぱ1 照に5 リラとI*、った役畜への課税である。 Ko- 
mano, ibidリ p. 318.

( 1 6 ) 炉税，力、まど税（tassa d i.fo catico ),地方jllf接税であり，すヴての家® = 炉を持つれ!:微こ対して柳Ijに, 最低のp
m族m織者で2,〜5 リラ，小作農で5〜1 0 リス地主 . 富i i で20〜3 0リラ，数名の大地主には5 0 ~ 1 0 0リラが課税 
さ;Kた。ibid., p.'317.

( 1 7 ) .暴勒の記錄は,，..Ropiano, ibid., pp. 336-^ 390 .,
(18) litにHI会では社会ずと’や急進派がシチリアの3iff'-l:を収上げ，极制幾について政府の善;總を要望し-1 いた。しかし暴0J 

の激究をJiiて社会5Sは12月30 1：|, •'飢餓の反乱は觉の反饥ではないJ とま明した。ibid., p. 528.

(19) I J J S り, . フアツシit.*央泰M☆ は，成 败 •に抗議し，かつ今まで揭げてきたlIMj求を踏認する声明を,印刷した。こ 

のおなめをは，小-を粉への課税險j b コルレオーネ热R 会鎌およびグP，ツr 鉱iii労働あ余談における決議のjiiまふ大
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試 i命：イタリァ資本主義の亮達と大衆運動

ア . ファ.ッシの反乳】は完全に終息した。民衆|||は最 

後 の 1 ヶ月間だけでも9 2名以上の死者を出した。

のアドツにおk、て 145 0 0名のイタリア軍がメネリクn  

世 (Negus Menelik) © アビシニア軍 8 8 6 0 0名に大敗北 

を喫すると，

1893年夏，いくつかの大都ホではシチリア‘プァッ 

シの本件とは別の騒乱が発生してk、た。同年 8 月 1マ

- 々 等 の 諸 都 市 で は 「クリスピの戦 

争 J に反対する大規模なデモがおこった。同句こ5 月 5

.日 南 フ ラ ン ス の エ ダ ‘ モ ー ル ト （Aigues-Mortes} に

日，クリスピ内閲は総辞職し，ディ 

Starabba Di l^u din i)か後を継いた。

ノレチイ ニ（Antonio

おいて，ィタリア人出稼労働者力'；低賃金ヤ働いていた 

ためにフランス人労働者からスト破りとみなされて襄 

撃され， (一説に) 30名が殺害されるという事件がおこ 

っ た。 ニ ホ - •スが伝わるとイタリアでは反仏感情が燃 

上り , 国粋主義者から社会党,無政府主義者までもが 

主要都市で一'斉に抗議デモをおこした。 これはまずロ 

— づ (Roma) 0 フランス領事館へのデモと投石にはじ 

まり，ついで仏系企業さらには外国資本全般へのデモ 

，にまで発展し 2 1 日から2 5 日にかけてミラノ（Milano),

ジエノヴプ ’((Jenova), ローマ.

2 ) 1898年の全国暴動

1 8 9 8年の全国暴動は , 「パンと労働」の叫びに端的 

;ヒ示される大衆の生活の窮迫を原因としている。 1897

年は非常な小麦のN f ¥で，平年 の 約 の 収 獲 量 で あ

，た。 投機的な賈占， 売惜が加わって， 1 8 9 6坏ジには

平 均 1 k g 当り 3 5 チエン .チージて- ( 1 0 0チ-T-ンテ一ジモ

=■1 リラ）位であったバン価格が， 9 7年末から 9 8 架春- 

にかけて  各地で 5 0 チュンX
ナポリ（Nap6li)等の諸 

(21)
都市において大規模な騒乱が発生した。

ジモにもはね上った。 
(26)

成人男子労働者の平均日货金が2 . 4 リラ位でった時

- シチリア，ファッシの事件直後， 9 4 年 ’1 月 1 3 日に 

.はトス力ナ州のルニジアニナ . (Lunigiana) 地方で無政 

.•府主義者の武装蜂起があり .， 1 6 日にホイシ .ュ(Heuteh)

代だから . この暴騰は脅威であった。97ギ秋からバン 

価格騰貴に反対する民衆のデモが各地で頻発し’いく 

つかは騒乱に転化して、、すこ。 (以下に述べる暴動.騒乱の 

記緑は1898印の1 月から5 月のIH]に発生した数？J'の？If件一- -

将軍によって成敷令が -布告されすこ。

1 8 9 4年 6 片 2 4 日， フランスの大統領カルノー（Sadi 

C a r n o t)がイタリア人無政府主義者サンチ. カゼリオ
(23)

(Santo C a se rio )によって暗殺された。

これらの事件後 , I 8 9 4 年 1 0 月 I 2 日 「無政;rホ主義取

記録の明由なものだけで120以上のTii町村に及ぶ 
(27)

である。）

の一部

缔法 J 力，、成立させられ，社会党他一切の労働者組織が
(24)

解散を命じられ， しばらくの間，労働連動は逼寒を余

1 8 9 8年 1 月 2 日， シクリアーナ (Siculiaim,シチリア） 

の 民 衆 は 「バンと労働J の叫びとともに市役所に侵入 

し，警察との衝突により農民1 名が死亡した。 1 月10

日， モンテスカリオーゾ（MontescagliOso, バジリカータ

儀なくされた。 しかし1896 年 3 月 1 日， 東アフリカ

州）では 1000名糖の農民が地方栽制所と登記所を嬰 ’ 

て，書類を焼 4̂ ^ゥた。

：h地所有地の強制収用のみならず染f'fl的農，エ栗の設立，地価の3 %を越えない程族の地代，最低賃金， 労働時 

間の設定，等-を確認し，おわりにr労働者諸君！ 諸君を紙織することを練行せよ，だが平静に帰ってもらいたい， 

なぜならぱ射ヤ的，孤立的す£反乱は恒久的利益を逮成するものではないからでもるJ と呼びかけるものであゥた。

注 (2のシチリアの戒厳令は8 ガまで継統され, srajf法廷における叛就非:適川によって，デ.プェリーチェニジュップリー 

ダに1がヴェルロに 16平，ボスコとバルバートにI 2年，その他の中央委員のうち数名に10ゴF などの禁姻刑が!齿さ 

れ （彼らは96年 3 月の大赦で出獄した) ，この他彫大な禁網刑や罰金が宣告され，また1 0 0 0名♦の路外迫放が行なわ 

セた。ibid., P，485. ,
( 2 1 ) ローマでは2 2 に成嚴おが浩された。ナポリでは少ィゆ食む4 名のlii缴が德察に射殺され，2 5ロに戒破令が-'| ifテ 

された Renか Del Carria. Proletari Benza rivoluzione. — storia delle classi subalterno italiana dal i860 al 

1950—, vol. I, Oriente, Milano, 1966, pp. 242〜247.

• ( 2 2 ) 山 紘 前 掲 **イタリア労働B働史 j , 1 5 8 頁。

(23) Alfonso Leonetti, Mouvements ouvriers et BOcialistes L 'ltalie, Paris, 1932, P- 78.

( 2 4 ) 山 同 上 t t r , 152 K , ' '
(25) Christopher Seton-Watson, Italy from Liberalism to Pascism,— 1870— 1925---, Methuen, New Fetter Lane, 

1967, pp. 1 7 9 -1 8 2 . -
(26) Ceaare VannutelH, OCcupaxione o Salari dal 1861 al 1961, in： L'cconotnia Italiana dal 1861 al 1961, GiufTi■も

Milano, 1961, p. 568. ■
< 2 7 ) がザぶII；の記錄は裕んど， Del Carria, ibid., pp. 295〜3 4 3 によった。
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試論t イタリア資本主義の発達と大衆運動

1 月1 7日，マルケ州最大の港町アンコ一ナ（Ancona) 

に暴動が発生した。当地では前年5 月に無政府主義者 

エルリーコ，マラX ス タ (En-ico Malatesta, 18 5 3ィド生〜 

1932^m)が亡命から帰って港湾労働者等の間に影響を 

及ぽしていた。 1 月1 5日, パン価格が 1kg,  5 0 チェン 

テ一ジモに達し 1 7日にほこれに反対する婦人達の11$ 

会が霄察と衝突した。 1 8 日，つ い に 「無政府万才J, 

•■社会革命方 ;t j と叫ぶ沖仲土を先頭に民衆が街頭デ 

モにとび出し，歩兵 5 個中隊，歸兵 2 個大隊が出動し 

て窟動演説を行:っていたマラテスタと社会党員ボッコ 

一ニ （Alessandro Bocconi):を検举した（マラテスタは後に 

m  6 ヶi:Jを宣告さる)。しかし民衆は騎兵の突舉を阻 

止するために電信線を切断して路上に張るなどして抵 

抗 し 翌 1 9 日も穀物商で相場師のG氏邸が放火.略 

奪を受けるなどのぎ仲がおこり , 20 日に成厳合が布 

告-されてやっと暴動は鎮された。セニガッリア（Se- 

n igallia ,マルヶ州）では 1 S , ' 1 9 日と無政府主義者を先 

頭とする民衆が穀物倉庫や穀物輸送列填を襲擊,略海 

し軍隊と衝突したが， 市長のパン価格の 3 0 チ :Cン 

テージモへの引下げ令発令によクて治まった。

1 月 2 3 日，政 府 （ディ，ルディニ【A瓜j) は敷物輸入関 

税を現行の小麦1 クィンタール（100 k g )当り 7. 5 リラ 

から 5 リラへ引下げ， これを4 月 3 0日より樊施すると 

発表したが, パン価格を引下げ , 人心を鎮静させ’る効 

：1|̂はなかった。

1 月 2 4 日にはヴオルトリ（V o l t r i ,リグリT 州〉の錦 

助填工場を解雇された2 5 0名の労働者のデモが t f 察と 

衝突して2 名の死者を出し , 28HIにはラヴュソ ナ (Rfi. 

vcnna, ロマーュャ地力）において， 堤防：T虞 の 2 0 0 0名 

の労働者募集に1 万名んの日雇労働者が押寄せて騒動 

となり,社会党がからくも制止するといった事件がお 

きた。

シチリアでは2 月 1 8 日. トロ'イ ナ (Troina) におい 

て，飢餓暴動が発生した。斧や鯽で武装した婦人や青 

年達は雪の中で役所を破壊し，戒厳☆ が布告されて5 

名力;死亡，した。

1898 4 月 1 9 日 .米 西 戦 伞 の 発 に よ っ て ア メ リ

力小麦の对H3 — 口ッバ輸出が一特急减し前ぶのし作  

とよ>わせて政府備蓄穀物は底をついた。穀 物 . パン価 

格はますます高騰し， 4 月卞甸から 5 月上 fyにかけて 

ィタ 9 ア全国に暴動が爆発的に発生した。

4 月2 7 日. 南部プリア州のバーリ（Barりでは,小ま 

粉 が 1 クィンタ" ル当り4 6 リラ， パン価格 が 1 k g 当 

り4 5チェンチ一ジモに上った。 これに抗議するデモか 

ら暴動が発生し,民衆は警察署，税務所,閲税事務所 

等を襲撃 . 破 壊 し 貿 易 :t 庫を略海し監獄を渡って 

胆止され . さらに全Tf/にゼネラル.ストライキを宣言 

し* ホ当局をしてバンに関する地方税を全處させた。 

發28 日には戒軟☆ がYび告され, バリホの暴動は鎮 BE 

されたが，同日，バーリ貼内の多数のTimr村で役所等 

が襲撃され，またフォッジァ（Foggia) でも婦人達が先 

頭となって県rT-記錄保會所 , 税務箸 . バソ屋，製粉所 

などを襲い， 市長はやむなくパン制格の 3 0 チ ;a ンテ 

ージモへの値下げ令を発♦ した。 ‘

続いて暴動はカムパ*;i ア州に核った。 4 月30 ロ，サ 

レルノ (Salerno) ではパンの無料配給の際に「虑みは 

いらない，仕事をよこせ」というデモがおこった。同 

日， ナポリのパン伽格は5らチェンテージモに 達 し - 

2 人の無政府主義者が青年‘婦人達を率いてホ当局と 

交 渉 し パ ン 価 格 0 |下げの約 3̂ を̂とりつけたが,その

後軍隊が出動して 2 人の無政府生義者を浦えた。 しか
(2S)

しナポリでは 5 月 9 日に- ぴ大暴動が発生した。

5 ガに入って暴励は北上した。エ ミ ，リア，ロ- / 一 ，こ 

ャ州では，’5 月 2 •'-.3日， バ ル マ （Parma) においてコ 

ルセット女工などの労働者が暴-動をおこし.バリケー 

ドを築いてホ中を制したが戒厳令によって鎮ぼされ . 

また 6 日にはフェルラーラ（Ferrara) — 带に成厳令が 

し力、れすこ。

1898年 5 月 4 日，政府は主の励令をもって穀物I湖说 

を 3 ヶ月間停止し一 ‘方 5 日には1 8 7 8年出ぜン遞：の 

兵士を☆ 安任務につかせた。 .

トスカナ州では，5 月 6 〜？日-> ィレンツ X (Fircrisic)

注(28) 5 月8 日の夕: / / , ナ ポ リ の 会 化 M W ' i t ,進派の幹部（M.政K'f主義きは除外さる）力'Viぜすし数ののナポリ大 

学における学生ムツシ(パヴイ一アの搞牲者) の; 集会をミラノ躲動の?V现をおそれて巾Jliした。 9 ほの朝，大学の 

ホ厳には学化や民衆がつめかけ，がi局，教授1 名と普名な社会3'̂ ：5^命派の代譲-上アルトク 一t，‘ ラプリオーラ（Arturo 
Labriola)が 掛 、瓶説-を行ゥた》 集会後学生速はホ，j，へ行進しこれに仕 }̂€を放览-した労励者などが加わり，i]嫩と 

激しく衝突した。ilJめ各所にバリケードが策かれ，また, 1 人の沖仲仕が射殺されると衆は投.riで網家を後illさせ 

て|̂が_へズ!̂ 旧し- 縱隊を作-_>てこれを巡んだ。午後3 時, 成俄令が告され，?h会党は;招勘を中ルしてまに炭るように 

大術に呼ひ’かけたカ觸级なく，m m 10 FI. 1000名め逮她お.をW して暴動はMffiされた4 似しラゾリVトラはスイ 

スにと命した。 Del Carria, ibid,, p, 317
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試 論 ：イダリア資本主翁の発速と大衆運動

において争議中の懷冗糖エと失業した嫌冗積エのデモ 

を寒機に民衆と軍隊と の 衝 突 が 発 生 し 労 働 者 2 名が 

死亡した。 6 日， ピサ（Pisa)に騒乱がおき， リヴォル 

ノ (Livonio) でも蘭倉庫の婦人労働者を先頭にした民 

衆がパン価格引下げデモを行、、，軍隊と大規模な衝突 

をおこし， ゼネストが宣 g された。政府はホイシュ将 

填によってトス力ナ州に戒厳令を布告しリヴォルノ 

でも無政 ifず主義者など多数を遠浦したが， ？〜8 日と 

アンサルド造船所の労働者などを中心としたゼネスト 

と抵抗は , 当地の社会党や共和党とは-^切無関係に練 

行され , 死 者 3 名が出た。 プラ - * ト （P rato)で は 6 〜 9 

日の 4 S 問にわたって l i 物工場の労働者を中心とする 

ゼネストが行なわれ，バリケ一ドが作られ，軍隊との 

激突によって多数の死傷者が出た „
ローブ地方でも5 月 7 日， ジェンザーノ (Genzano)

をこおいて2 0 0 0名の日雇農業 '労働者の騒乱が発生し， 

死 者 2 名を出した。当地では 8 日に社会党が"b*ネスト 

をI旨☆ した。

ロムバルディーア州，パヴィーア（P a v i a )では 3 日 

以来バン価格弓I下げを求めるデモm j i き，社会党の制 

例によってからうじて秩序が保たれていたが， 5 日つ 

いに軍隊と民缴との大規模な衝突が発生し，学生ムッ 

シ （Mu?,io M ussi)と労働者 2 名が死亡した。

ミラノでは小ま価格はあまり高騰せず， 1 クィンタ 

一ル当り 34 U ラ位であった。 5 月 6 日の昼食時， ピ 

レッリ工場 ( P i r e l l i ,従業負2 8 0 0名）の前でビラを配ゥ 

ていた社会党員 2 名が梭举され， これに抗議する労働 

者が警察署を収巻いて大騒ぎになった。午 後 2 時,ト 

クラ' - ティ力’、到着し誉察との☆渉が不調に終ったに 

もかかわらず，数を増した労働者に向って检拳者の釈 

放と穀物関税の鹿止を断言し労働者の自制を要望し 

た。大半-の労働者は解散したが， 残 る 1 0 0 0名はどは 

rイ ソタ一ナショナル」を合唱しつつ市中をデモ行進 

し ホ 兵 2 個連隊と衝资しf c。 6 時半ごろになって， 

IE倒されてきた苹隊は発砲し , . 労働者 1 名が即死， 2 

名が後 II死亡， また警窗 1 名力識って射殺された。翌

7 R の朝， ピレッリをはじめとするはとんどの : [ ‘-場， 

事務所がストに•入リ，事变上のゼネスト状態となった 

力'ぐ，公式のストライキ指令が出たわけではなく， ま 

すこ1 0 時半にデキがはじまると労働会議所 (Camera del 

L avoro)は騒ぎを恐れて谅を閉した。 午 後 2 時に正式 

に戒厳合が布告され，バー.ヴァ，ペッカリス（Fiorenzo 

Bava B eccaris)将軍の招揮する 2 万の軍隊， 数千の力 

ラビニユーリと警察がバリケードを射撃しつつホ中の 

制 /J iを 開 始 し こ の 日 だ け で 1 2 0名以上の民衆を射殺 

した。 5 月 8 h：l, 统を持たぬ民衆によっで再び数十の 

バ_リケードが築かれ， これに对して隊は終日，，カノ 

ン砲の直撃をもって総てのバリケ一ドを粉時し,膨大 

な数の死者を出した。 5 月 9 日，，ゼネストは続行され 

'たが，術頭での抵抗は散発的になり,軍隊は直接闘伞 

に加わった民衆はもとより, 暴動の外にいたあらゆる 

反政府系の凄名人をことごとく逮捕し，社会党から教 

会までが弾 /:E された。 ’ 、，

5 月 6 日から 9 日までの「ミラノの4 日間J に,政 

府侧発までも死者 1 1 8名が記録され,内輪な推計でも 

死者約 4 0 0 名，『トリプーナJ 渐聞の報道では死者800 

名とされる。 また後にミラノの軍事法廷では I 2 9 件, 

8 2 8 名が起Effされた。

5 月1 0日にはまだ全国各地で騒乱が続いていたが . 

これも数日後には全国で約8 万名の兵士によって鎮 

されすこ。 1898年 4 月末から 5 月上句にかけてのとの全 

国暴動の死者は，一説に 1000名を越すといわれる。

n 大衆運動の社会経済的背景 

■ ； . ， ■

今まで述べてきた諸事件の概要からま接に理解され 

るように， 19世紀末イタリアにおける！！然ぎg生的な大 

衆運動 . 暴動の主体は， この時期に.その貧しい生活が 

さらに廣迫することを余儀なくされた農村および都市 

の住民大衆でちる。そこで次に， ヒの窮迫のI t 接的要 

旧である19世紀末農業恐慌と，さらにその奥にあるイ 

クリアにおける農民層分解の歴史的過程の分析を简填

注(29) Filippo Turati, 1857イp生〜1932 トクラ一テイは5 月 5 日に国内勢についてめ声明を発丧した。その中に

は, rネI:会主翁の旗のもとにト；!|絡•せよ。人ほの権利の旧彼，r：| IIIと正殺の復も 1}, 一}?Jの特権の虎止,取国主義へのy昨， 

德選取とその桃にはかれているのである。ffi大な時期がづいている。イタリア国K が反をし，想起しみずか 

らに備える時である。国K が国家を救う時！?あるJ とかれていた，との声明がビラの形戎で6 日に配られたものと 

思われる》山崎功ドイタリア社会運® ; 淡路#}10新y :’ 195 7印:， 106
( 3 0 ) 山崎, 前揭ゾイタリア労働運動史J ] 5 9 , 1 7 0  53：# 照，

(31) 1900年7 月2 9 日，もとプラ- * トめ織物労働者でアメリ力へ移ほしていた無政府さi殺者ガエタ ーノ . プレッシ（Gaレ 
tano B resd )'が旧Fじ，クムペルトr I!!:をlli'f毅したのは，’との全暴®;の俊⑩も*はか.ゥ.だもりである。
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試 論 ：イタリア資本主義の発達と大缴運動

に行ってみたい。

1 ) 19世紀末農業恐慌

いわゆる「19世紀末農業恐憶J がイタリアにおいて 

表 1

印： 次

小麦生産；1  
填位：1 0 0 万ク

.イシタール

小ま卸うMui格
: 1 クイ.ンタール当りリラ

軟 質 小變 硬 n 小ま

1870 4 0 .4 2 6 .4 2 6 .3
1871 4 0 .1 3 0 .3 2 6 .0
1872 3 8 .6 30. 5 27 .1
1873 4 0 .2 3 5 .4 3 3 .7
1874 3 9 .2 3 5 .9 3 6 .1
1875 3 9 .3 27. 4 2 7 .9
1876 . 3 8 . 1 2 8 .8 2 5 .0
1877 38 .4 3 3 .6 2 9 .6
1878 3 6 .7 3 1 .4 3 1 .2
1879 40. 4 3 1 - 4 / 3 3 .6
1880 4 7 .0 32. 3 3 1 .1
1881 28. 6 2 6 .4 2 7 .0
1882. 4 2 .6 25. 4 2 5 .7
1883 : 34. 2 23 .1 23. 2
1884 3 3 .9 2 1 .5 2 2 .5
1885 将 2 2 1 .2 2 1 .4
1886 3 2 .9 2 1 .3 2 3 .1
1887 3 4 .7 2 1 .5 2 2 .8
1888 3 0 .3 2 1 .5 2 3 .3
1889 - 2 9 .9 2 2 .8 2 3 .8
1890 3 6 .1 22 . 6 2 2 .4
1891 3 8 .9 2 4 .6 2 4 .9
1892 3 1 .8 2 4 .3 2 7 .2
1893 37. 2 21 .1 23. 6
1894 34. 4 1 8 .8 20. 4
1895 32. 4 2 0 .3 2 8 .0
1893 3 9 .9 2 2 .0 23. 4
1897' 2 3 .9 2 5 .5 2 3 .7
1898 3 7 .8 26 .1 2 8 .0
1899 37. 9 2 4 .2 2 7 .0
1900 3 9 .0 2 4 .5 2 6 .4

明瞭に現れたのは， それまで 1 8 7 0年代を通じて 1 夕 

ィ ン タ - •ル 100 kど）当り平均 3 1 .6 9 リラを保ってい 

すこ敝質小爱卸売価格が26. 8 6 リラに暴落した 18 8 0年 

12月の時点である。 この後小麦価格はSO镇代まに回復 

しはじめるまで長く低水準を保つことになる凍 1 参 

照)。

「一 般 に ^ 9 世紀末農業恐慌3 と よ ば れ て 、るもめ

は， 19世紀第 4 四半期におこっすこ、.、くつかの（通常.......

1873, 1882, 1 8 9 0 年の3 ( i n )全般的過剰生ま?fi慌を構成 

する循傑性農業恐慌の総称J である。そしてそれがU  

面において， アメリカという自然的.按術的および社 

会的生産詰条仲における優曳地からの幾物流入による 

ホ場調整的価格水 ;^8の低下を霉味するかぎり，まずも 

ってイタリア農産物市場における従来の価格規制者と 

なっていた , より労働生産性の低い桃作の生産# 力';過 

剰生産物となって市場から駆遂されることになる。こ 

れは主に南部大士地所有の非灌概耕地における粗放な 

穀一草輪作地の一部の放牧地ないし荒地化,また北部 

の資本主義的大借地農菜経営における3?と下の劣等地へ 

の播種とりやめによる穀作耕地面積の縮小としてあら 

われる（あ 2 参照)。しかし中部の分益小作農 (mezzadrja)

表 2 小安播Mi/If⑩

1870〜7 4 ギ平均 4737000 ha
1875 4676475

1879〜8 3 ザ•平均 4434000
1890〜9 3 年平均 4498500

1895 印 4593274
1901 ŷ- 4872000

Istituito Centrale di Statistiea Italiana, "Sommario di 
statistiche storiche italianc, 1861〜1955，，，ISTAT, Rome. 
1958, p , 106, p. 173.

Emilio Sercni, "Capitalismo e iiiercato nazionale in 
Italia", Riuniti, Roma, 1935, p. 1 1 0 ,1 1 2  (また一説に小 

変播¥ i而於は1879〜8 9 ィドの1 1 如 に 4 5方 h a級少したと

いう。). ■ ,

に典型的に示されるような小借地農なぃし小農は穀作 

を放黎することはできなぃ。なぜならば;*ね慌下に作忖 

転換を行うことはできず , また都市 ;！: 業の労糊i力需要 

もぃまだ極めて小さかったしそもそも農民が交逾不 

便な!^時に生れ故郷をあとにして都市へ出てゆくなど

注( 3 2 ) 常盤政め*■ilを衆恐慌の研究J 1:1本評諭社, . 1966 207 ，
( 3 3 ) し‘…このアゾリ力との競:'/Hi, im i的廣役から世界的说说とみずからを順ほ:させクウますます拡大していった 

tIj'填で，農廣物価格を贺めに決: していた。したがって，イタ’リアの小変輪入が大部分オデッサ経【||でロシアから 

到;Iう: しつづける?11：傲 ：):，ffi劇生をもyiない。というのは，それらの-fi湖やこれらのM付もアメリカのte格によって支 

配されていたからであるJ 。マリオ‘ バンデイーュ，簡 1|和5^訳 『イ タ リ ア 農 業 日 本 評 ;!!(5新社r 1959 40
H . . , , , . , . ,

( 3 4 ) 觉盤，前 照 202 H ,

(35) Kmilio Sercni, II capitalismo nello campagrne G860-1900〕，Einaudi, Torino, 1988.-.pp. 244—246.

一  75  —  '

V-*，'在"/，ていた、 ，



試 論 ：イタリア資本主義の発速と大後週励

ということはよくよくのポ情がなけれぱ出来ることで 

はなかった。彼ら小農民は農業恐慌のなかで地主，高 

利贷ゃ農業銀行からの借金，そしてまた税金に苦しん 

だ。例えぱ粗税滞納，不 こ よ る 小 土 地 の 収 用 ，売却 

は， 1884 〜 92 年 に 124912 件 , 1 8 9 3 - 1 9 0 1 ギに  908471884 〜 92 年 に 124912 件 , 1893 

件におよん ’だ。またI885年から I89?年にかけての直接 

税滞納による不動産没収件数は（別の資料では） 102069 

地方別にみると北部で 7 1 0件， 中部で件にのぼり，

3 0 3 ® , 南 部 （ラッイオを含む）では 9 8 3 2 3件であった

(お 3 照) 。 これらの大半は滞納額2 5 リラは下であっ 

た と い う （この頃の納税ま，1 人当り印-1ほ納税額ポ均は3〜 4 

、) ラやあったという），

ま 3 税滞納によろ不動産没収#数

州 別 f'i: 数

ピエモンテ 126

リグリr 226
ロムバルデイ.ーア 148

ヴエネト 210

エミリア. 423

トス力ナ 2051

マル ケ レ 113

ウムプリア 449 '

ラツイ才 3323

アプルツツイ，モリーゼ 6153
カム/ く…ニャ 4798
プリア.バジリ力一タ 2079

カラプリア’ ' 11773

シ チ リ ア . 18137

サルデ一二ャ - 52060

"L*economia italiana dal 1861 a l 1961", Gino Luzxatto 

論文，p. 426.

さらに 1 9 世紀末恐慌のより本来的な側面としての 

r周期的な全般的過剩生産恐慌においては， 下落した
{37)

価格は，あらゆる生産者にとって破滅的価格であるJ »

ム.

農業恐慌に対処して，イタリアで最も先進!^";；な北部の 

資本主義的農業経営も愤極的に経費の削減を計ってゆ 

く。生産費のりI下げは， とりあえず雇用労働力量の削 

減と货金水準そのものの弓I下げによって行なわれを，

:ルディーア州では常雇農場労働者数が 1 S 8 1年 

の 4 3 1 ,3 2 9人から 1 9 0 1年 の 162. 7 9 1人へと大城少を 

示した。 これは常雇労働者がより低貸金の13雇 業 労  

働者にとりかえられていづたことを示している。 また 

彼らの货條賃金も 1 3〜20%  (平均16 % 位）の減少を示 

した。同じく日肩農ま労働者の賞金も減少している 

(ま4 参照)。 日雇農.業労働者め就労口数をみると，ラグ

表 4 ロムバルデイーア州徵業労働:'1*̂の 

貨金低下（1881尔-パ886ネ）

地 )j
常照遇这)労 

働者のK 金 

減少

日雇農業労i 
1 時問ま

1881年

恸者の賃金
0 リラ 

1886 }̂-：

ロ一 ディ -20% 0 .133 ■ o . m

低ミ二’ /

パヴィーァ

-13% 0.131 0 ‘ 129

-16% 0 . 114 0 . 110 .

クレモナ

ロ メ ，V  ロ

’ —16% . ょ一 ’ 一 . -

-17% < - -

Sereni. " —mercato nazkmale〜 op. cit., p. 120.

；̂ ン ナ （エミリ.ァ . ロ，々 一二ャ州）で'は， 1 8 7 2 年に最低

で年間 1 8 9 日就労できたものが， 1 9 0 0年ごろには 85 

〜1 1 3 日.しか就労で 'きなかった。同じく，当地の水田稲 

作日雇労働者も I 8 ? 9 年には年問 9 0 〜120 日轉労レて 

いすこものが 1 9 0 0年ごろに:は :8 8 日に減少した。

個別の借地農業者にとって経費を辨らし利潤を描 

持する他の方法は，借地料ニ地代を弓I下げることでも 

る。北部の資本家的借地農業者は賺物価格の低落には 

ぱ並行する地代の引下げを地主からかちとることがで 

きた《 すなわち， ヴェルチ 3 ^ ツリ ’（V e r e d l i ,ピェ:モン 

チ州）地方の 3 2 の大借地経営の 1 ヘクタール当り平均 

借地料は， 183 1 〜2 ギの 57. 1 9 リラ‘ 18 6 1.年 の 118, 99 

リラから1 8 8 1年には 227. 9 リラとピークに達b , 1891 

〜2 年 には M a  0 8 リラと下がり, 1 9 0 1年には 1 6 7 .57 

リラとなった。 またバヴィーア地方では地代は 1的？ 

〜8 5 架から 1886〜9 5 年のM 期間を比絞すると平均 

% の低下となっている。

，注(36) 1893年のfll税滞納による不動船お却仲数は11505沖であったが，ピュちンテ州では任: 1 0万人に'o き1 件以T で 

あるのに，1̂ }部では，シチリア=  109件，カラプリアニ113件，アプルッツイニ138仲, サルデ一ュャニ 5 3 6件となへ 

ている** Screni, ibid., p. 2 4 8 . '

(37) »!l« ； 202 K . ,
(38) 7K，械傻填あ働者(salariati fissi, o b b lig ati)は 1 9世紀末でも全報酬巾め2 0 ~ 5 0  % (地域i'fi大）を穀物や麻などの 

物で- {給されていた• しかu J i物支給はィr-々少なくなりつつあった。

(39) Soreni, ibid., p. 338, 346 〜7.

《40) Sorcni. Ibid., p. 239
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試 論 ：イタリア資木主義の発達と大衆運動

これに対して零細借地高，なかんずく中‘南部のそ 

れの場合,彼らの所有するきわめてわずかな労働用具 

と労働力に対して庄倒的に重要な生産手段であり， 自 

己の再を産に必要な基本的労働条件たる土地が地主に 

よつて所有されている状況の下では，通常彼らの剰余 

労働の一切は,収種物のをこえる高率現物小作料お 

よぴさまざまな労役，賞物提供め形態をとる I■地代 J 

として. 地主に摊取される。現物小作料を支払って後 

に残る農民取分はほとんど自家消費にあてられ，彼ら 

の穀物の商品化率は低いとはいえ，税▲ を い , 経  

辨 * 家計を維持するためには現金を必耍とし,しかも 

農業恐慌下の穀価低落と出稼労働収入減少とによって. 

彩要な現金収入は一層乏しくなり，力Vくして小fft農は 

ぜひとも小作科を低減させなけれぱならず，-‘;̂ プ地主 

もまた減収を余儀なくされるが故に，地主と小作農め 

r地代J をめぐる対立は厳しく表面化せざるをえない。

前述のごと  < 1 9世紀末農業恐慌は工業部n におけ 

る過剰生ま恐慌と一"体となった農業部門における循環 

性過剰生産恐慌でありい恐慌の影響は単に穀作におい 

てのみならず全般的であり, ことに南部の輸出産業で 

ある硫黄鉱山業，そして葡萄酒，オリープ，徘橘顏生 

産に対する打撃が問題となる。

ィタリァにおける未精製硫黄産出量は1881〜1900年 

の 間 年 平 均 2 8 3 方トンを記録し（そのめ9 0 % 以上がシ 

チリア産),これは当時世界一であった。 この未精:製硫

黄の卸売制格およびゴ[%*3輪出量の推移をみると, 次の 

爽 5 のようになる。すなわち 18? 0 年から 1 9 0 0 まで 

の間に，卸売価格は 7 3〜5 年のピークの後， 8 7〜9 ギ 

平均トン当り 66. 3 リラと 95年 の 55. 3 リラの2 度の 

底を記録している。

表 5

1容73〜
7碑平均

1876〜
85年平均

1886〜
96尔平均

75.4

1897 〜 
1900-^ilf-

M ^ — 一

93.4就製硫黄価格 
トン当りリラ 133. 6 103.6

同輪出带 
1000トン 198.1 257.1 310.0 417.0 .

税政策の強化をもた らすことによって .
(42)

業に打撃を与えることになった。 というのは ,

1STAT, "SommaHo 〜"，op, cit., p. 162. 186.

農業恐慌はすで f c 1 8 7 8ギ-に開始されていた保護関

さらに南部農 

1887^1

4 月の保( I 開税は工業用一次産品の輸入関税を免除し 

つつ , 小麦を中心とした廣産物と綿布をrfi心とした徽 

維製品，鉄鋼，機械#の工業製品の輸入関税を大幅に 

引上げるものであ 'つたが，これに対抗するプランスの 

通商条約破棄（88ヤ-2 j j末）によって，いわゆる|^^仏関 

税戦争が？[起され , その紹果，貿易量の大幅な ;^ 小 i  

いう# 熊が生じたためである。 か仏資お額を 1881-*  

8 7年 と I8 8 8〜0 0 年 の 2 つの期間の年平均额で比較す 

ると， 対仏輸出が 63% , 輸入が 47 % 減少し，输出人 

総 瓶 で は 約 に 減 少 し て I9世紀後半を通じて地

表 t)

ぶどう酒 
生遼量 

1 万 W

ぶどう酒Ifl 
輪出位

1 万 W :

ぶどう酒 

1 クf j - ル
当りリラ

オリ*7 プ油 
生逮量

1 万クイ，ンタ一ル

オリープ油 
，輪 liim 

1 万クイ. ンタ一ル’

オリープ仙 
価 格

1 クインタール.，
当りリラ

1880〜88年 3224.0 217.5 44. 9 212. 2 62.1 124.8
1889〜97年 2996.4 178.6 45.2 210.7 52.2 113.9

I)，110,161'また価格数値のみ Sereni,"〜campagne", p. 239.
'— -— ~—      .

注(41) 1938.ギ調をによれは’，小爱商品化率（生産Mから生産者の自家消势分を制Iいたものの生産IIJ；に対する比率）は， 

全か平均で4 8 % , そのめ，北部は61 % , 中部は4 3 % , 南 . 岛部では36~ 37%となって:k ;り,-また全国農業経営総数 

419方 8 千経営中の5 %が市填向小まの84%を 生 産 し 残 る の 経 営 が 1経當当り最大2 0クィンタル以下もし 

くは全く市場侧速をしていないととになる（数字上では30 6万 1 千経営ニ総経哲数の73グ。が全く市場向生産を行り 

ていない），立ミリオ* セレー二, 中M •袖-原共訳 *•イタリア廣策の構造的改—— イタリア腐村の古いものと新しい 
もの_一 _ ニ ー 書 成 1959ギ, 6 4  ~ ?貧  

■ (42〉 山崎, 前揭ウァツズみ仏狐 8 ；0：参照。

( 4 3 ) 小率ネクインタ一ル当りの輪入税は，1択1 キ:に 1 , 4 リラ，18SアギK 1 3リラ，1888；ffこにS リラ，189：!年の一時期 

に 2 リラ，1895メr'に7 リラ，同ギ7 . 5 リラ，そして1898〜99尔のIIIJに 5 リラ（短娜 «め阅税停止を舍む),その後

. 1016 •まで7 リラ.と'推移したが, ，7 リラというりはa — 口ツバ最で 'あった。Serenij^-mer'cato naziohale—, p. 103.
( 4 4 ) 上原一W rイタリアの工業化J, f■イタリア経济J 所載，劇を経济新斬b 1968ギ，36-^7Ko
(45) Gjno I.u?,za1lo, Sloria economica doll'otk moderna e contemp6mnea, vol.II,  Ccdam, Padova, 195S； p. 4l4.
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城的にm 部に特化しつつあった農産物である葡萄酒，

オリ一プ油，桃橘類などは， プランスホ場向輸出が大 

きな比重をめていたために大きな打撃を受けること 

fこなった（炎6 -参照) 。 .

ぶどう酒やオリープ油と同じく，北部ロムバルディ 

ーア州’において特に重要な農家副業であった養画業も . 

生糸ま出量が 1880〜8 8 年平均 4. 3 万クインタールか 

ら 1889〜9 7 年平均 5. 4 万クインタールと神びたもの 

の，蘭価‘格は同勘に 1 クィソタール当り370. 3 リラ力、 

ら 330. 9 リラへと低下し打撃をまぬがれることはで
(46)

きなかったのであろ。

ここで 1 8 9 0年代のイタリアにおける景気動向をご 

く大づかみにしてみるならば,エ業生産部門ではほ 

ぱ 9 0 年 iこ金属機械工業などから退潮をはじめ，91 ,9 2 , 

9 3 年に深刻な不況に路入り， その結果 9 3 东には当時 

の.2 大報行セあるジ ;I：ネラーレ愈行 （Banca Generale) 

と動産信用銀行 (Societa Generale di Credit。Mobiliare) 

など力;倒産: し銀行恐慌となった。一方，農業部門で 

は工業，信 ; H部門よりやや遅れて , 93.  94, 9S年ごろ 

に最恶の状態となった。すなわち 1 8 9 3年から 9 4 年に 

かけてのシギリアその他大衆連動 . 暴動発'上の底に 

は，この時湖の深刻な不況があったのである。

その後， エ鉱業 §̂£産 よ̂9 6 年後半以降しだいに景気 

を回像してゆくが，；& 業においては， I9世紀末農業恐 

惜が世界的に収束する1 8 9 ?〜9 S年頃から生産力の回 

復 ，上昇が始まるとはい I , ほ ぽ I9 世紀の最後まで 

状態は明白な好転を見せなかった。 ことに穀作に関し 

ては,高輪入関税にもかかわらず依然としすアメリ力 

穀物の低価格に規定されて，イタリアの敷物制格は第 

一次世ダみ大敏まで1 8 7 0ギ代の高価格水準に復帰する 

こと力; なかったのである。すなわち.全国暴動が発生 

した 1897〜9 8 年にかけてのイタリア ilM寸経济は不況

期の沈滞した生産活動と大M作とが合さった極庇のW 
難のなかにあったのである，それゆえとの旧難のなか 

に全国暴動発生の一つの基本的要因をみることができ 

るのであるが，しかしこの時期の大衆運動.暴動の亮
■  ̂ W8)

生原囚と V、う問題については , r不況型の運励 J とい 

うような把握をむしろ避けて， さらに歴史的に追究す 

る 必 要 が る と 考 え る 。

2) 農民層の分解

今 ま で 述 べ て き た 1 9 世紀末 .農業恐慌に‘よる農村住 

民の窮迫は . 1 8 世紀後半以降 1 9 世紀を通じて進行 L 

た農民層み解の過程において形成された農民め窮状を 

さらに強めるものであった。 このイタデアにおける遇 

民層分解の歴史的過程は , 北 ,*中 * 南部イタリプの 3 

地城にお ^^る類型として把握しうるであろう。

まず，かつてルネサンス文イ匕の中心地であった中部 

イタリア， トス力ナ地方では , : す で に 1 5 世 紀 に r市 

民的土地所有 J の上に士地所有権を確條をぬまま’で身 

分的に解放された農民が耕作する分益小作 I I制(メッ 

ッ，アドゥ，リーア, ’ mezzadria).力;成立していた 6 /とのホ典 

的分益小作制度は , 地主が .土地家屋および農具等;^、ら 

な る 農 場 (podere)を提供し ,^農民は主に自己お . i か家 

族の労働力を提供して > 収獲物をはぱ折半するもので 

ある。 この分もレJ、作制度は , 16世紀に^層改良された 

農衆技術である小ま一 ト ゥモ コ シ ま た は 麻 な い し亜 

麻 一 飼料用豆科植物の休閑なしの継続的輪作と葡萄な 

どの果樹栽培の混合耕作および |̂ミ約的飼畜と膝肥利；H 

の体系に支えられて，地主の支配力を韻めながらもわ 

りあい寅走的に 19世紀来 ‘ぱまで経過してきた。 しかし; 

19世紀後 -すこには新たな農業技術,、すなわち木製傘にか 

わ る 鉄 製 取 打 穀 後 な ど の 農 機 具 , 小 ま の 改 品 糖 , 
進歩した除虫剤，イ匕学肥料等の導入を一つの契機とし

注 (46〉 ま 6 の注と同じ。 

(47) 1871〜8Qぜ 1881〜9が1ト1891〜1900^1: 1901^10 年 1911〜1挪

ァメリ力合衆raからの小変输人価格(a) . . 29 22 ： .19 19 ッ 22

国 内 卸 小 -あ f i l i i格 (b) 3L 7 22, i 23.1 2 5 .1 29.0 -

輪入小ま M の 対 旧 め 小 m 比 8% VI % 18% 24% ; 3 3 %

'̂ 1

-rl 試 論 ：イタリア資本主義の発達と大衆遥励

数値はいずれもィr-平均/ ( a X » の 位 は 1 クインタ一ル当りリラ，ISTA T, S om ario -. dp. cit., p. 159. 173. 192.

(48) E . J . ホプズボーム，鈴木 . 永# , 共訳*•イギリス労働U!研究J ミネルヴアぼ，1968 ^ l i , 122 K , ふ'
( 4 9 ) トスカナ州を巾心としたホかの分も<̂小.作制彼については，ルネサンス湖におけるその形成にはI し て , 湖 U鉄郎 

ドルネサンス朋イタリアネ【:会J W m M U ， 1969ir*. 258〜299貝‘參 蛛 ，まy；: その1 9世紀におけるま化にういては, 
Sereni,〜campagne, ibid., po. 289〜302, 323--4, 、‘

<50) Iイタリアにおける廣村集あのliMfi型J, m m M m - m u  n n \ 卷，i965^jiv>. '
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試 論 ：イタリプ資本主義の発達と大傘述励

て，K 層分解が進行する。，なぜならぱこれらの農政其 , 

改良播種子等を購入したのは地主や農場管理人でり， 

波らはこれらを小作農に '贷付け , その結果.小作農の 

仕事は従来の農場にぉける多少なりとも主導的‘経常 

的労働から举なる肉体労働へと弓i下げられ,また収樓 

中の収分も減少したからでちる。その上 , 19111：̂ 末農 

業恐慌による穀作や果樹栽培の困難，さらに輪作体系 

に組込まれて、た麻や亜麻を原料とする廣家の婦人達 

の别業としての手緋 . 錄業（R3屋 制 ま 工業としてお1織 

されていた）が 90 年代に急成長した都市の機械制叙/織 

工業K よって圧倒されてきたことも小作農にとって大 

打撃となった。かくして中伊の地主の一部は,プロレ 

タリア化しすこ分益小作農を，場労働者として雇用する 

資本家的農場経営者へと転イ匕してゆく。一方，窮乏し 

た分益小作農象族の青-年層は交通の発達につれてトス 

カナ州やリダリア州の工業都市へと流出し，不熟綠i労 

働者として産業労織者階級の下層に組込まれてゆくの 

でもる。

北部イタ リアに■おいては，中部の.ような•■市巧的士 

地所有」の形成は微弱であり, 領主貴族の土地所有が 

優越して、ナこが,経営形態としてはしだいに分錢小作 

農制が支配的になっていった。 1S世紀後半以降,# 記 

中部と同様の農業按衛本☆ 力';地主貴族のイニシアティ 

プで強力に推進され , さらにピエて- シチ， ロムバルデ 

イ：一ア州のポー河流域地帯では，従来，湿地や荒地で 

あった原野の灌慨 , 開塾が都市金融プルジg アジ一の 

支援によって大規模に進められ， この新たな灌滅耕地 

上に新技御をとり入れたところの，かつて農場管理人， 

商人，徵税諧貧人等で、あった借地舉業者（大小作ノ0 の 

経営力'、形成されていっ 'た:。 この借地農業経営は， 1860

年の独立 . 統一後め土地 ;^ 有権の盤理，艦おと，教会 

•国有財産売却によって作られた極めて多数の零細土 

地所有農民経営から生じる季節出稼の日履農業タガ励者 

を労働力として雇用しつつ，北部諸都市を市填とする 

主穀生産の资本主義的大借地農(富 (100-150  h a 位め経 

営：说模) へと発展していった。 一方,讓袖農民は大経 

営との競争に敗れ , 税金や 1 9 世-紀5}ミめ養蛋參の衰退 

に圧迫され， 方'^、は 都 市 へ と 流 人 で で は 良 菜  

労働者として季節移f j するようになる。

I 8 んI9 lit紀の南部においては車愈はどのように変*化 

したか。旧来の南部のIfi接# 作者大翁をi 定量小作農と 

矩率 (分益) 小作農に分類されるが，後らは独 i ： •統 -  

以前には嶺主貴族や修道院の所★ する大土地にお .，て, 

原始的な穀草輪作を， このような技拖のためにやせた 

土地を移動することによっずますます紐]分化した耕地 

において営み,償留的な自治公有地内の入会地共同 

利用による小規摸な飼畜や採草採薪に助けられて,か 

ろうじて最低生活を営んでいる状態であった。 ところ 

がナポレオン支配下のナポリ王国における 1 8 0 6年以 

来の土地所★ 権確定の立法は , 放 地 の ま : 払 に  

よって当該地の現占有者もしくは小作人は土地合帳に 

登記され，所有権者として法認されるとしまた同時 

に封建所領やコム^ネ公有地の中の人美地を従来の慣 

習を考慮しつつ直接耕作者へ分割するとした。確かに 

この立法は南部の平島部においては大量の零細土地所 

有農民を創出したが,行政権力を独占しヤいた貴族や 

プルジョアは最も肥沃かつ広大な耕地を|，:f己の私有地 

と化してしまし、， ま.たさらにシチリT では殆んどのjjf 

地が飢主貴族の♦ 中にそのまま残り，姑局農民大衆は 

___________________________ _________  共有地利用も不可極になったために"-層翁乏を余儀な

注(51) I?™ 年にはサルデ一ニャ# 4  ( ピエモンテ州）においすI I地10人主義と開懇による私お耕地CがたA：が認められた。 

'またネーストリナ統洽下のロムバルディ一ア州等セも1 8 lit紀後举に々リア.，.テレシア， ヨーゼプnill:の下で耕作• 
開懇り自山力;認められた* Emilio Sereni, Storia del paesaggio agrario italiano, Laterza, Bari. 1962. 68?さ*， 74 
轉 照 。 •

( 5 2 ) 1 9 世紀後半のピエモンテ州やロムバルディーア州のポー河输域平! では, 大経営の場合. 地生狂:営よりも沿地農家べ 

経常のほうが® 越していた，：S eren i,〜campaきne~,  ibid.,:'p.，，3(38.
(53〉 ミラノij/へのキこ平均流入人n は次の通り。1873〜8(Hp, 7040人，1881〜8 5年，10609人，1886〜9 0ギ，13064人， 

1 8 9 1 - 9 5 9307A.  1 8 9 6 - 1 9 0 0 ISO6 3人。不況の深刻でゥた9 代前半には人口移勘は少ない。 Aldo Da 
Maddalena, Rilievi suiresperienza dcmograflca ed economica niilanese dal 1861 al 1915, in； L'economia italiana 
dal 1861 a l 1961. Giuffrd, Milano, 1961,.p. 104.

( 5 4 ) 普通は, 休閑一小変（前ポでゆ硬?f小爱）一大ま一放牧地化の4 尔輪作を4 分割した耕地にお、て行、，またK 肥 

'..を} Hいた. . Sereni,〜ctinVpa'gne, p. 150. ,
(55) S eren i,〜paeaajfeio〜，ibid., 7 6章参照. ま た 行 の 議 会 調 查 で は ：シネリアにおける200hk以上の大士地 

所お-お114Q0個所, ：787人で、;;☆の総前的241M haの30%を占め，そのめlOOOha以上所おの173人が同じく16% を 

，ぢめス■'いた。 Wilhelm Dietrich Proyor, Dio Arbeits—und Pachtgenosscnschftften Italieng, B'ischer, Jena, 1913, 
SS. 62 〜63. •
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試 論 ：イタリア資本主錢の発達と大衆運勤

くされ， 日厢廣業労働によって生沾しなけれぱならな 

V、無少地の貧農が増大した。 そして独立，統一後の 

1870ギ代にその大半が遂行された教会財産の没収‘売 

去I は士地所有の大勢を変えるものではなかったとは、、 

えかなりの都市または在村のプルジョア的中小地主を 

生みだしこれらの地せの一部は 1 9世紀末に货労働 

による集約的释営を行うが， このような窗举経営にお 

けるレ労働者J は実際のところしぱしぱ，富農ニ高利 

贷への債務を労働で支仏う貧農であった。一方,独立 

*統一後の旧イクリァ諸邦間関税障壁の撤廃と交通の 

発達によって容场となった北部および外国安脑なエ 

製品の腐部への流入は南部在来小工業に手痛い打徵 

を与え， ことに保護関税政策下の北部における機械制 

大工業の発展は南部の工業発展を完全に阻止すること 

になり , また南部±業と結びついていたいくかの加 

：[：原料農業を衰退させた。 例えぱ南部の綿花栽培は 

1860年代後半以降の高価格期に栽培面積を增大させ， 

1 8 7 8年には 8 . 8 方 h a と最大となったが， 翰入綿花と 

北部綿 ; ! :參 に 倒 さ れ て I 8 8 6年には 345?0  h a に減少 

しその後さらに衰退した。以上に述べたような事情 

によって 1 9 世紀末の南部の都市は， 例えぱナポリ市 

では人ロのが定収入のない侮日を送っていたと、、わ 

れるほど失業者に満ちていたため，多数め南部農民は 

さらに海外へ出稼または移住することになった（短期 

出读おは西欧各国へ，畏期移化おは3こに南北アメリ力大陸へ 

渡った) 。 1881〜 1900ギの短期出稼者を含む海外移民は 

全国で 4 8 0 万 人 に 達 し .ま た 1881〜1 9 0 1年の長期な

この内のy が南部出舟者
いし永住移民は 2 1 9万人で，

(59)
でもった。

以上のような過程の帰結としての数値を示せぱ， 

1901年 2 月国勢調査の就業人ロ对総人ロ比率は，総人 

ロ 3 2 4 8万人，農林漁狐業 9 6 7方 人 ( 3 0 % ) , エ鉱業 399 

万 人 （l a 3 % ) , 商業その他 2 6 2万 人 （8 . 1 % ) となって

おり， このうちめ農林牧畜業9 6 1 万人の区分表は次ひ 

通りである（表 7 參照)。 同じく各州におゆる分益小作 

農の占める比率は表 7 の他にピエモンテ 6 ‘ 6 % , トス 

力 ナ 见 2% , マルケ 60. ウムプリア 43 . 7 % , バ

.ジリカータ 4. 7 % , プリァ 2 ‘ 4 % となっている。 さら 

に l̂ i作，小作を含めた農業経営の規模にういてみるな 

らぱ，およそのところ（統計資料如のため推お)，経営 

規模 3 h a以下の零細経営が全経営数の約■ !, 3 h a 以上 

20 h a 以 下 の •■農民的経営」が 約 ‘2 0  h a 以上め中な 

いし大規模経営が全体の3 ないし 4 % を占め,過小農 

制の存在を示している。

表 7 1 9 0 1 年農林衆区分( %)

全 国
VIムハ

ーァ州

土-ミリ.
ァ池方

方

シチリ 
ァ

土地所有者 26.9 21,8 25.9 8.5 14.7

永 小 作 0.5 0.1 0.1 0 .1 0.6

小 作 7.2 9.3 11.0 3.7 3 .8

分益小作等 20.9 24. 9 21.4 42.1 8.3
長期契約 
労 働 者

10.7 18.2 14.5 10.9 14,3

日履労働者 29.4 21.7 25.7 32.1 51 '6

園芸農等 0.9 1 .1 0.6 0.9 1.6

林業労働者 0.5 0.7 0.1 0 .1 0.4

家畜翻養者 2 .6 1 .4 0.4 0 .8 3.8

管理人等 0.4' . 0 .8 0.3 0 .8 0.9

本節において述べてきたことを概括すれぱ次のよう 

に言いうるであろう。：イタリアの零細農民および農村 

プロレタリア一トは,白由で自立した農民経常の分解 

によって生じたものではなく , 封建的土难所有に辣腐 

した農民, およびその一*層没落したものでちる。 とは 

いえ，彼らもかつては，一面において共同体的に，一

注 (56〉 1866^^1906年の問に没収. 究却された教会財産の土地は全国で約9 4万 h aにのぽり， こめ土地はが；; 2 0方個所に分 

割され，そしてこのめの半分位が]社部において売却された。Se^eni,〜campagne〜，ibid., p.’，138.'
(57) ibid., p. 286.
( 5 8 ) 竹内，;15f— rイタジアにおける南部問題の起源と間® の展删，f経済地31学尔银J 第 7 巻，1961年ゴみ46, 4 7買。

(59) Sereni, ibid., pp, 352—4.
(60) Pieyer, ibid., SS, 38~40, ン

( 6 1 ) 農栗経ぢm 役については193g4j:調あで，生産的廣林地総旧積2625方 h a ,経 常 （小作舍) 総数419方 6 千， この 

め訳は，あも常说摸 3 ha 以下経常数 65.8% (rr#Jけ1.6%),  3 - 101i a24 ,4% (21. 3%).  1 0 - 2 0 h a  6.1% (13.5%),  
20〜100ha3 . 1 % ( 1 8 - 9 % ) , 100h a以上條常数0‘ 6 % 価 積 3 4 . 7 % ) となっており， またIが|:廣経當数59 . 1% (め 
248 7；' ) 同経常ifii格 57.5% (1479万 h a ) ,小作，分益小作経哲数2 6 .いん(109力‘ 5千) M « « 2 8 .  5% (827方 ha) 

となっている。チュルキンスキー，川上正道訳*■稅代欧州に於ける:h地制度の研梵J 報)M l版 m 18 1̂% <14-
6 H 。
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號 输 ：イタリア資木主義の発達と大衆運動

面において地主的土地所有を媒介とL X ：' 生要か、生鹿 

手段f cる土地と労働力とし'自已との結びつさを保 

持していた。 しかし, まず森向体的な土地との結が'ク 

き力;士地私有権の法誌に■よ:づて決;^的に切離されたよ 

さらに,イタリア爽本主殺め発達とキの過極における 

農ま恐慌が, 彼らめ )^有する,あるいぱ小作戲として 

彼らわ占有する零細地) を細ぜし'被さを生産過飽か 

ら遊醋させ, 相対的過剰人口化した。 このように徹底 

的に生塵ギ段とのf e びづきを切離され， f■自由J にな 

つ た農村プロレタリャ コ V,もしくはそわ寸前め状態 

にある贫しい幾民は，新お)^資本主義的生産様武のう 

ちに冉I I 成されなけ ;JxぱならなV、。 しがし★本主義化 

しっっf e s m 業はポ働カ^要従来ょりも絶対的に增 

加させることはなく， また都市め機械制セ:!:業もその 

発達の立薄れと地域的制在とによマて,この相対的過 

剩ノ、口 （ことにm部みそれ）を吸収しえなかった。 力Vく 

して，イタリブにおける無産大衆の生活は極めて不安 

定力の贫 I A 、ものとなざるをえな，かったのでもる。 

そしてこ® よ う な 状 態 か に 189 0 年代イタリアに 

おける大舉運動，暴動の発生.め根抛があると考えられ 

る。

. . . . ' . : ■  .. . . ■ . : . 

m 総 括

励の並本的性格は,ィタリァ资本義の発速と恐慌に 

よって，従来の生活様式を根底から覆さ ;H , 激しく熊 

迫した直接生産者大衆の反15しである。そ’してその資本 

主義の発達に対応して成長した社会主義運動がこの大 

衆運動を育てる。 しかしこの大衆運勁は労働者階級の 

未成熟な狀態に規定されて , 種々の混乱を伴っている。 

一*方，大衆には， 自己の廣迫は,例えぱ零細土地既有 

農民力':彼の土地片を租税 ?1}撒 の 没 収 さ れ る と 、 

う事態に最も明瞭に現れるようfc,  fel家の強権が直接 

に強制するように見え， このため「国i Cは諸悪の権 

化 J でおるとみなす無政府主義思想が大衆にとって親 

しみ深いものとなる。 とはいえこの 1 9 世 IS末の反乱 

は全体としては無政府主義者の弓 !起したものではなく , 

状況によって強いられたところの自然発生的運動であ 

り*この自然発生性は根本的には社会的生廣力の低位 

に規宠される反乱の孤立分散他という特傲にも現れて 

、、る ' .， ’ , ■

■ :: ■ , ： ■ '  . ' - . . .

〔付記〕 本稿作成にあたっズ，U贿功先生. m 觸 觸 , ： 

また指導教授';e f e る版unn!教授より種々の懇ケ助0 を 

、た。深 <t盛謝するとともに貴な助言を生せなかっ 

たことをEト訳なく思っている。.

(大学院経济学研究料博課程〉

1890年代のイタリアに統究した巨大な大衆運動，暴
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